○小城市下水道排水設備指定工事店表彰規程
令和７年３月18日
告示第47号
（目的）
第１条　この告示は、小城市下水道排水設備指定工事店（小城市下水道条例（平成17年小城市条例第162号）第７条、小城市農業集落排水処理施設条例（平成17年小城市条例第142号）第10条、小城市市営浄化槽条例（平成25年小城市条例第14号）第12条及び小城市小城町東新町住宅団地浄化施設条例（平成26年小城市条例第６号）第７条に規定する指定工事店をいう。）（以下「指定工事店」という。）のうち、優秀な技術により積極的に水洗化の普及促進に努力し、他の指定工事店の模範と認められるものの表彰について必要な事項を定めることを目的とする。
（表彰の基準）
第２条　表彰は、３月31日を基準日とし、基準日以前の１年間において、汲取便所又は浄化槽からの切替工事件数が５件以上ある指定工事店の中から３社を上限に選考し、表彰するものとする。
（表彰の方法）
第３条　表彰は、表彰状を授与して行う。
２　表彰回数が５回に達する毎に、指定工事店の特別表彰を行う。
３　表彰状の授与は、建設部長が行う。ただし、特別表彰の授与は市長が行う。
（欠格条項）
第４条　次の各号のいずれかに該当するものは、第２条の規定にかかわらず表彰しない。
(１)　関係法令等に違反したとき
(２)　排水設備工事にあたり、自己の名義で他人に施工させたとき
(３)　必要書類の確認を受けずに工事を行ったとき
(４)　工事完了後正当な理由なく５日以内に工事完了届が提出されないとき
(５)　別表に規定する評価基準において切替工事の施工内容が良好と認められないとき
(６)　その他表彰することが適当でないと市長が認めるとき
（その他）
第５条　この告示に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。
附　則
この告示は、令和７年４月１日から施行する。
別表（第４条関係）
	評価基準

	適正な配管設計である。

	指示項目が申請書１件につき１項目以内であり、指示項目があった場合は的確な改善が行われた。

	軽微なものを除き、申請図面と完成図面、現場との差異が少ない。

	工事作業に対して申請者及び第三者からの苦情がなかった。また、苦情に対して的確に対応し、良好な人間関係だった。

	提出書類が遅滞なく提出され、書類のやりとりが適正であった。
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